
59

分解可能連続体に関するいくつかの定理について

鹿児島国際大学・経済学部今村隼人

Hayato Imamura 

The International University of Kagoshima 

島根大学・学術研究院理工学系松橋英市

Eiichi Matsuhashi 

Shimane University 

島根大学・学術研究院理工学系大島慶之

Yoshiyuki Oshima 

Shimane University 

1 」aniszewski連続体と関連する結果

コンパクト連結距離空間のことを連続体という．連続体は， 2点以上含むとき，非

退化であるという． Xの部分連続体全体を C(X)と表す．連続体は，それが2つの真

に小さい部分連続体の和として表せるとき，分解可能であるという．距離空間 (X,d)

の部分集合 AcXに対して， Aの直径を diamA= sup{d(x,y) I x,y EA}とする．

連続休 X が弧状であるとは，任意の E>Oに対して連続全射 f:X→[O, 1]が存在
して，任意の tE [O, 1]に対して diamf―1(t)< Eを満たすときにいう．連続体 X が

遺伝的分解可能であるとは，任意の部分連続体が分解可能であるときにいう．単位閉

区間 [O,1]に同相な空間を弧という．

1912年， Janiszewskiは次のように直感に反する連続体を構成している．

定理 1.1([3]）．弧状かつ遺伝的分解可能連続休であり，弧を含まないものが存在する．

この結果よりも強い結果や関連する結果があるので，いくつか定義を述べる．
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定義 1.2.連続体XがWilder連続体であるとは，互いに相異なる任意の x,y,zEX  

に対して，ある KEC(X)が存在して xEKをみたし， yEKあるいは zEKの

一方のみ成り立つときにいう．

定義 1.3.連続体 X が圧連続体であるとは，交わりを持たない非退化な任意の

A,B E C(X)に対して， Aとも B とも交わりを持つような CEC(X)が存在して，

Cが Aまたは Bを覆わないときにいう．

定義 1.4. 連続体 X がD*—連続体であるとは，交わりを持たない非退化な任意の

A,B E C(X)に対して， Aとも B とも交わりを持つような CEC(X)が存在して，

CがAもBも覆わないときにいう．

定義 1.5.連続体 X がD*＊ー連続体であるとは，交わりを持たない非退化な任意の

A,B E C(X)に対して， Aとも B とも交わりを持つような CEC(X)が存在して，

CがBを覆わないときにいう．

Wilder連続体はもともと Wilderによって C連続体という名称で導入されたもの

である ([4],[7]）．また， D-連続体は Loncarによって導入された ([5]).Wilder連続

体と Dー連続休はいずれも弧状連結性の一般化である． Wilder連続休および D*＿連続

体は D*＊ー連続休である．また， D＊＊ー連続体は Dー連続体であり， D-連続休は分解可能

である．

2020年， Espinozaおよび松橋が次を示している．

定理 1.6([1]）．弧状かつ遺伝的分解可能連続休であり， D-連続休を含まないものが存

在する．

弧は Dー連続体だから，この結果は先ほどの Janiszewskiの結果よりも強い．

定義 1.7.連続体 Xが遺伝的弧状連結であるとは，任意の部分連続体が弧状連結であ

るときにいう．同様に，遺伝的 Wilder連続体，遺伝的 Dー連続体，遺伝的 D*＿連続

体，遺伝的 D*＊ー連続体を定義する．

定理 1.8([1]）．弧状かつ遺伝的 Dー連続体であり， D＊＿連続体を含まないものが存在

する．
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このとき，遺伝的 D*＊ー連続体であり D*＿連続体を含まないものは存在するか，とい

う問いは自然である．この問いに対する解答は次の結果から否定的である．

定理 1.9([6]）．非退化連続体 X に対して，次の4条件は同値である．

(1) X は遺伝的 Wilder連続体，

(2) X は遺伝的 D*＿連続体，

(3) X は遣伝的 D*＊ー連続体，

(4) X は遺伝的弧状連結連続体．

しかし，我々は次の結果を得ることができた．

定理 1.10([2]). D*＊ー連続体であり， Wilder連続体も D＊ー連続体も含まないものが存

在する．
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